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日
本
に
お
け
る
格
差
問
題
の
真
実

実
証
デ
ー
タ
に
基
づ
く
合
理
的
な
政
策
を

所
得
格
差
問
題
に
再
び
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
合
理
的
な
政
策
形
成
の
た
め
に
は
、
実
証
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
分

析
と
判
断
が
必
要
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
が
欠
け
た
ま
ま
、
政
治
の
世
界
で
は
党
派
的
な
駆
け
引
き
と
選
挙
目
的
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ば
か
り
が
目
立
つ
。
日
本
の
所
得
格
差
問
題
の
特
徴
を
考
え
よ
う
。

格
差
は
拡
大
し
て
い
な
い
？

「
２‐
世
紀
の
資
本
」
の
著
者
ト
マ
・
ピ

ケ
テ
ィ
教
授
の
来
日
や
、
野
党
民
主
党
が

「安
倍
内
閣
は
格
差
を
拡
大
し
て
い
る
」

と
い
う
批
判
を
全
面
に
打
ち
出
す
な
ど
、

所
得
格
差
問
題
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
家
計
の
所
得
格
差
問
題
の
特

徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

家
計
の
所
得
格
差
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
合
意
が
異
な
る
二
つ
の
統

計
デ
ー
タ
と
報
告
書
が
あ
る
。　
一
つ
が
３

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
厚
生
労
働
省

の

「所
得
再
分
配
調
査
」
だ

（直
近
は

２
０
１
１
年
時
点
）
。
同
報
告
書
は
、
税

引
き
前
の
家
計
の
グ
ロ
ス
受
け
取
り
所
得

を
示
す

「当
初
所
得
」
、
税
金
の
支
払
い

や
公
的
給
付

（含
む
現
物
給
付
）
を
加
減

し
た
後
の

「再
分
配
所
得
」
、
さ
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
家
計
の
人
数
に
よ
る
違

い
を
調
整
し
、
１
人
当
た
り
の
所
得
に
換

算
し
た

「等
価
当
初
所
得
」
と

「等
価
再

分
配
所
得
」
を
報
告
し
て
い
る
。

１
人
当
た
り
の
所
得
に
換
算
す
る
方
法

は
、
単
純
に
家
計
所
得
を
家
計
人
数
で
割

る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
１
人
で
小

さ
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
場
合
の
家
賃
が

月
額
８
万
円
で
、
４
人
家
族
で
フ
ァ
ミ
リ

―
タ
イ
プ
の
大
き
な

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

場
合
の
家
賃
は
１６
万
円
だ
と
し
よ
う
。
生

活
の
質
は
双
方
で
同
じ
で
も
、
か
か
る
１

人
当
た
り
の
住
宅

コ
ス
ト
は
前
者
が
８
万

円
、
後
者
が
４
万
円
と
異
な
る
。
そ
こ
で

家
計
人
数
の
平
方
根

（
こ
の
場
合
は
４
の

平
方
根
２
）
で
家
計
所
得
を
割
る
こ
と
で
、

１
人
当
た
り
の
等
価
所
得
を
計
算
す
る
こ

と
が
国
際
的
な
標
準
に
な
っ
て
い
る
。
家

計
の
貧
富
の
実
態
は
「等
価
再
分
配
所
得
」

が
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
所
得
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
等
価

当
初
所
得
と
等
価
再
分
配
所
得
で
計
算
さ

れ
た
ジ
エ
係
数
を
計
算
し
て
そ
の
変
化
を

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正

治

た
け
な
か

。
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、
東
京
三
菱
銀
行
（現
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト

ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、
０７
年
１
月
国

際
通
背
（研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ｏ
０９
年
４
月
か
ら
現
職
。
１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）
。
著
作
に
「稼
ぐ

経
済
学
穴
光
文
社
）
、
「
な
ぜ
人
は
市

場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
Ｌ
日
本
経

済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
。

見
れ
ば
分
か
る
。

ご
存
じ
の
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
ジ

エ
係
数
と
は
所
得
や
資
産
分
布
な
ど
の
格

差
の
計
測
に

一
般
に
使
用
さ
れ
る
も
の
だ

（図
１
、
５
な
）
。
例
え
ば
１
０
０
戸
の
年

間
家
計
所
得
の
総
合
計
が
５
億
円
だ
と
し

よ
う
。
１
０
０
戸
の
家
計
所
得
を
少
な
い

順
に
並
べ
、
最
も
所
得
の
少
な
い
家
計
の

所
得
を
図
の
１
番
左
側
に
示
し
、
次
に
１

番
目
と
２
番
目
に
少
な
い
家
計
の
所
得
の

合
計
を
そ
の
右
に
示
し
、
そ
の
次
は
１
番

か
ら
３
番
ま
で
の
合
計
を
示
す
と
い
う
よ

う
に
、
１
０
０
戸
の
家
計
所
得
を
累
積
し

た
グ
ラ
フ
を
描
く

（累
積
グ
ラ
フ
）
。
も

し
家
計
所
得
が
完
全
に
平
等
に
５
０
０
万
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円
で
分
布
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
累
積
グ

ラ
フ
は
右
肩
上
が
り
の
直
線
に
な
る

（均

等
分
配
線
）
。

反
対
に
９９
の
家
計
所
得
が
ゼ
ロ
で
、　
一

つ
の
家
計
所
得
が
５
億
円
と
い
う
最
も
不

平
等
な
分
布
を
し
て
い
る
場
合
は
、
累
積

040

グ
ラ
フ
は
図
の
点
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
描
か
れ
る
Ｌ

字
形
を
左
右
ひ
っ
く
り
返
し
た
形
に
な
る
。

現
実
の
家
計
所
得
の
分
布
は
完
全
な
平
等

と
完
全
な
不
平
等
の
間
に
あ
る
の
で
、
そ

の
累
積
グ
ラ
フ
は
弧
を
描
く

（
ロ
ー
レ
ン

ツ
曲
線
）
。

均
等
分
配
線
と
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線

で
構
成
さ
れ
る
半
月
形
の
部
分
の
面

積
を

ａ
と
す
る
と
、
ジ
エ
係
数
は
次

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。

ジ

エ
係

数

＝

ａ
／

三

角

形

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
面
積

す
な
わ
ち
完
全
に
平
等
に
分
布
し

て
い
る
場
合
、
ジ
エ
係
数
の
値
は

ａ

＝
ゼ
ロ
な
の
で
ゼ
ロ
と
な
る
。
最
も

不

平

等

な

場

合
、

ａ
は

三

角

形

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
面
積
と
同
じ
に
な
る
の
で
、

ジ
エ
係
数
は
１
と
な
る
。

さ
て
図
２
が
示
す
通
り
、
等
価
当

初
所
得
の
ジ
エ
係
数
は
１
９
９
９
年

以
降
上
昇
し
て
い
る
が
、
等
価
再
分

配
所
得
の
ジ
エ
係
数
は
逆
に
わ
ず
か

な
が
ら
低
下
し
、
格
差
の
縮
小
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
主
因
は
高
齢
化
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

高
齢
者
層
は
年
金
以
外
に
所
得
が
な

い
多
数
と
労
働

・
資
産
所
得
の
あ
る

比
較
的
少
数
に
分
か
れ
る
の
で
、
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
比
率
が
上
が
る

と
、
同
じ
世
代
内
の
格
差
は
変
わ
ら
な
く

て
も
家
計
全
体
の
当
初
所
得
格
差
は
拡
大

す
る
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
高
齢
者
は
公
的

年
金
や
医
療
な
ど
各
種
給
付
の
受
け
取
り

手
な
の
で
、
所
得
再
分
配
後
で
は
格
差
は

縮
小
す
る
。

相
対
的
貧
困
率
の
趨
勢
的
な
上
昇

も
う

一
つ
の
デ
ー
タ
は

「相
対
的
貧
困

率
」
で
、
や
は
り

「国
民
生
活
基
礎
調
査
」

の
一
部
と
し
て
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て

い
る
。
こ
れ
は
等
価
可
処
分
所
得
ベ
ー
ス

（既
述

の
等
価
再
分
配
所
得

と
の
違
い
は
現
物
給
付
が
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
）
で
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、
相
対
的

貧
困
率
は
緩
や
か
に
上
昇
基

調
を
辿

っ
て
い
る

（図
３
）
。

相
対
的
貧
困
率
と
は
、
等
価

可
処
分
所
得
ベ
ー
ス
で
見
て
、

そ
の
中
央
値
の
半
分
に
満
た

な
い
所
得
層
が
全
世
帯
に
占

め
る
比
率
で
あ
り
、
日
本
の

現
在
の
水
準

（１２
年
１６

。
‐

％
）
は
先
進
国
の
中
で
は
比

較
的
高
い
方
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
日
本

で
は
所

得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と

訴
え
る
側
は
後
者
の
相
対
的
貧
困
率
の
上

昇
を
強
調
し
、
格
差
は
拡
大
し
て
い
な
い

と
主
張
す
る
人
々
は
前
者
の

「所
得
再
分

配
調
査
」
の
ジ
エ
係
数
の
推
移
を
根
拠
と

す
る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

２
月
１６
日
に
衆
院
で
行
わ
れ
た
安
倍
晋
三

首
相
の
施
政
方
針
演
説
に
対
す
る
民
主
党

岡
田
克
也
代
表
の
質
疑
で
も
、
岡
田
氏
が

「相
対
的
貧
困
率
」
を
引
用
し
て
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
と
強
調
し

（も

っ
と
も
直

近
の
１２
年
の
デ
ー
タ
は
民
主
党
政
権
期
の

も
の
で
あ
る
が
）
、
安
倍
首
相
は
所
得
再

(図 2〉家計所得のジニ係数の推移
050

等価当初所得
045

04354
04194

035

030

04075

ょ電16驚&艦嚢感畷管機壌詈爛3162
等価再分配所得

(図 1〉

04703

(年 )
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99     02     05     08

(出所)厚生労働省、所得再分配調査報告書、2011年

〈図3〉相対的貧困率の推移
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(出所)厚生労働省、国民生活基礎調査の概況
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09   12  (年 )
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分
配
調
査
の
ジ
エ
係
数
を
根
拠
に
そ
れ
を

否
定
す
る
と
い
う
応
酬
が
あ
っ
た
。

さ
て
、　
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
良

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
第
３
の
デ
ー
タ

と
し
て
、
２
月
Ｈ
日
の
日
本
経
済
新
聞
「経

済
教
室
」
で
森
口
千
晶
教
授

（
一
橋
大
学
）

が

紹

介

し

た

ピ

墨

巨

亀

ε

Ｆ
ｏ
ｏ
ヨ
圏

∪
”
〔”
σ
鵠
①
が
参
考
に
な
る
。

こ
れ
で
日
米
仏
の
家
計
ト
ッ
プ
ー
％
の
所

得
が
家
計
所
得
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
推

移
を
見
る
と
、
米
国
で
は
ト
ッ
プ
ー
％
の

シ
ェ
ア
が
１
９
８
０
年
の
８

ｏ
２
％
か
ら

‐２
年
１９

。
３
％
に
急
上
昇
し
て
い
る
。　
一

方
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
上
昇
は
わ

ず
か
で
あ
り
、
日
本
９

ｏ
５
％

（
１０
年
）
、

フ
ラ
ン
ス
８
・１
％

（０９
年
）
だ

（図
４
）
。

と
こ
ろ
が
、
家
計
ト
ッ
プ
ー０
％
の
同
シ

ェ
ア
を
見
る
と
様
相
が
異
な
る
。
米
国
の

ト
ッ
プ
ー０
％
の
家
計
所
得
シ
ェ
ア
は
や
は

り
８０
年
代
か
ら
急
上
昇
し
て
い
る
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
横
ば
い
に
近
い
。　
一
方
、
日

本
の
そ
れ
は
米
国
ほ
ど
で
は
な
い
が
８０
年

の
３‐

．
３
％
か
ら
１０
年
の
４０

．
５
％
ま
で

上
昇
し
て
い
る

（図
５
）
。

日
本

の
格
差
拡
大
の
実
相

さ
て
以
上
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
て
、
等

価
再
分
配
所
得
で
見
た
ジ
エ
係
数
の
横
ば

い
推
移
と
相
対
的
貧
困
率
の
趨
勢
的
な
上

昇
の
関
係
を
ど

０
　
　
　
の
よ
う
に
読
み

解
い
た
ら
良
い

の
だ
ろ
う
か
。

参
考
に
な
る
の

が
大
竹
文
雄
教

授
（大
阪
大
学
）

の
指
摘
で
あ
る
。

「
日
本

の
所
得

格
差
の
拡
大
は
、

所
得
上
位
層
で

は
な
く
下
位
層

で
発
生

（特
に

男
性
と

し
た

と
述
べ
、
米
国

と
比
較
し
て
図

６
の
よ
う
な
所

得
分
布
が
日
本

の
所
得
格
差
拡

大
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る

（大
竹

文
雄
、
０７
年
１０
月
５
日
第
２２
回
国
際
経
済

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

。
キ
タ
ン
国
際
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
特
別
講
演

「所

得
格
差
の
実
態
と
課
題
し

（図
は
筆
者
が

再
現
し
た
も
の
。
ま
た
概
念
的
な
理
解
を

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
）
。

ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
が
実
線
で
描
い
た
Ｘ

か
ら
破
線
で
描
い
た
Ｙ
に
変
化
す
る
と
、

ａ
と
ｂ
の
面
積
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
ジ
エ

係
数
の
水
準
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
Ｙ

形
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
が
示
す
家
計
の
所

得
分
布
は
、
明
ら
か
に
低
所
得
者
層
の
相

対
的
な
所
得
減
少
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ

は
相
対
的
貧
困
率
の
上
昇
と
な
っ
て
現
れ

る
。
ま
た
、
Ｘ
か
ら
Ｙ
形

へ
の
分
布
の
変

化
は
、
所
得
で
中
上
位
以
上
の
家
計
の
シ

ェ
ア
の
増
加
を
示
し
て
い
る
の
で
、
既
述

|

|

|

(図4〉 トップ1%家計の所得シェア(除くキャピタルゲイン)

… 鑢,日 本

13 18232833 38434853 5863687378838893 9803080

(出「万)The llVorid ttop lncOmes Database

〈図5)ト ップ10%家計の所得シェア(除くキャピタルゲイン)

17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72 77 82 87 92 97 02 07 12

(出「万)丁he World ttop incomes Database

〈図6)

b /Y
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の
デ
ー
タ
で
見
た
ト
ッ
プ
Ю
％
の
家
計
所

得
シ
ェ
ア
の
上
昇
と
整
合
す
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
、

森
口
教
授
や
大
竹
教
授
ら
を
含
む
家
計
所

得
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
し
て
い
る

研
究
者
ら
は
、
米
国
で
は
所
得
格
差
は
ト

ッ
プ
の
超
富
裕
層

へ
の

一
極
集
中
的
な
形

で
拡
大
し
て
い
る

一
方
、
日
本
で
は
所
得

下
位
１０
～
１５
％
と
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
以
上
の

格
差
が
拡
大
す
る
形
で
生
じ
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
日
本
の
格

差
拡
大
の
実
相
な
の
だ
。

こ
う
し
た
実
証
的
な
分
析
を
踏
ま
え
れ

ば
、
日
本
の
格
差
問
題
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
民
主
党
政
権
期
の

「子
ど
も

手
当
」
の
よ
う
に
薄
く
広
く
ば
ら
ま
く
こ

と
で
は
な
い
。
下
位
所
得
層
の
様
態
を
調

べ
、
優
先
的
に
援
助
す
べ
き

「弱
者
」
の

セ
グ
メ
ン
ト
を
特
定
し
、
そ
の
実
情
に
応

じ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
政
治
の
場
で
の
議
論
が
党
派
的
な
対

立
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
は
残
念
だ
。

地
域
間
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
か
？

最
後
に
地
域
間
格
差
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
後
歴
代

の
政
権
は
東
京
を
中
心
と
す
る
都
市
部
と

地
方
の
格
差
を
問
題
に
し
、
何
か
し
ら
の

「地
方
経
済
の
活
性
化
」
の
政
策
を
掲
げ

て
き
た
。
安
倍
内
閣
も

「地
方
創
生
」
を

掲
げ
、
景
気
回
復
の
地
方

へ
の
波
及
を
唱

え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
奇
妙
な
こ
と
に
、

地
域
間
格
差
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
実
証
的
な
議
論
が
国
会
な
ど
政
治

論
戦
の
場
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
私
の
知

る
限
り
極
め
て
稀
だ
。
東
京
は
景
気
が
良

く
て
も
地
方
の
商
店
街
で
は

「
シ
ャ
ッ
タ

ー
通
り
」
な
ど
が
増
え
て
お
り
、
格
差
拡

大
は
自
明
の
事
実
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
で

あ
る
。
内
閣
府
が
国
民
経
済
計
算

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
統

計
）
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て

い
る

「県
民
経
済
計
算
」
で
４７
都
道
府
県

の
県
民
１
人
当
た
り
の
平
均
所
得
推
移
を

０１
年
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
県

民
所
得

（名
目
）
の
ト
ッ
プ
は
毎
年
東
京

で
あ
る
。
２
位
と
３
位
に
は
多
少
の
出
入

り
が
あ
る
が
、
静
岡
、
愛
知
、
滋
賀
な
ど

が
並
ぶ
。　
一
方
、
平
均
所
得
下
位
に
は
、

沖
縄
、
高
知
、
宮
崎
、
鳥
取
な
ど
が
並
ぶ
。

そ
こ
で
各
年
の
平
均
所
得
上
位
三
つ
と

下
位
三
つ
の
都
道
府
県
の
平
均
値
所
得
の

倍
率
を
見
て
み
よ
う

（図
７
の
破
線
）
。

す
る
と
景
気
の
回
復
期
の
０３
～
０７
年
に
は

倍
率
が
上
昇
し
、
上
位
と
下
位
グ
ル
ー
プ

の
格
差
が
拡
大
す
る
。
逆
に
景
気
下
降

・

不
振
期
の
０８
～
Ｈ
年
に
は
倍
率
は
低
下
し
、

格
差
の
縮
小
が
見
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き

こ
と
は
デ
ー
タ
の
公
表
さ
れ
て
い
る
Ｈ
年

の
倍
率
は
１

・
６６
倍
で
あ
り
、
０１
年
１

・

７６
倍
よ
り
低
下
し
て
い
る
こ
と
だ
。
近
似

線

ａ
が
示
す
全
期
間
の
ト
レ
ン
ド
も
倍
率

の
低
下
、
つ
ま
り
格
差
の
縮
小
を
示
唆
し

て
い
る
。

も
う

一
つ
の
見
方
と
し
て
、
４７
都
道
府

県
の
平
均
県
民
所
得
の
変
動
係
数
を
計
算

し
て
み
よ
う
。
変
動
係
数
と
は
、各
値
↑
」

こ
で
は
４７
都
道
府
県
の
平
均
県
民
所
得
）

の
標
準
偏
差

（値
の
ば
ら
つ
き
度
合
い
を

示
す
統
計
概
念
）
を

各
年
の
全
国
平
均
所

得
で
割
る
こ
と
で
、

各
年
の
格
差
の
度
合

い
の
変
化
が
分
か
る

よ
う
に
し
た
も
の
だ
。

変
動
係
数
の
値
が
高

い
ほ
ど
ば
ら
つ
き
度

合
い

（格
差
の
度
合

い
）
が
大
き
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
図
７

に
実
線
で
描
い
た
変

動
係
数
も
景
気
回
復

期
間
に
上
昇
し
、
景

気
下
降

・
不
振
期
に

下
降
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
が
、
や
は
り

上
昇

（格
差
拡
大
）

ト
レ
ン
ド
は
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
近

似
線
ｂ
は
下
げ

（格
差
縮
小
）
気
味
だ
。

さ
て
、
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の

か
？

ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
東
京
を
始

め
と
す
る
所
得
上
位
グ
ル
ー
プ
の
所
得
変

動
は
、
下
位
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
景
気
変
動

へ
の
感
応
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。

つ

ま
り
、
景
気
感
応
度
の
高
い
産
業
が
東
京

な
ど
上
位
グ
ル
ー
プ
に
は
多
く
、
下
位
グ

ル
ー
プ
は
景
気
感
応
度
の
低
い
産
業
や
公

共
事
業
な
ど
、
景
気
対
策
で
生
じ
る
所
得

15

014

(図 7〉 1人当たり県民所得の格差推移

015

亀
亀

… 螂 1人当たり県民所得 (変動係数)(左 目盛り)

獲鐘 1人当たり県民所得の止位3県平均
/下位3県平均率 (右目盛り)

02  03  04  05  06  07  08  09 10 11(年 )

(注)県民所得は、県民雇用者報酬、財産所得、企業所得を合計したものである。
1人当たり県民所得は県別の県民所得を各県の総人口「10月 1日現在推計
人口」(総務省)で除したものである。

(出所)内閣府、県民経済計算
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イ
ン
フ
レ
期
待
と
実
際
の
イ
ン
フ
レ
率

「イ
ン
フ
レ
期
待
に
働
き
掛
け
る
強
力

な
金
融
緩
和
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
様
々

な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
み
る
と
、
特
に
家

計
の
予
想
イ
ン
フ
レ
率
は
、
か
な
り
は
っ

き
り
と
上
昇
し
て
い
る
ｃ
そ
の
変
化
の
最

大
の
節
目
は
、
ど
う
も
第
２
次
安
倍
内
閣

の
成
立

（２
０
１
２
年
１２
月
）
を
挟
ん
だ

辺
り
に
あ
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
予
想
イ
ン
フ
レ

率
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
、
実
際
の
イ
ン
フ

レ
率
は
本
当
に
高
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

教
科
書
的
に
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
時
、
イ
ン

フ
レ
率
を
決
定
す
る
の
は

「
マ
ネ
ー
」
の

供
給
の
在
り
方
だ
。

そ
の

「
マ
ネ
ー
」
の
主
力
は
、
今
日
、

銀
行
券
で
は
な
く
銀
行
預
金
だ
。
財

・
サ

ー
ビ
ス
の
売
買
に
お
い
て
、
金
額
的
に
は

圧
倒
的
に
銀
行
預
金
を
通
じ
た
決
済
が
大

き
い
。
中
央
銀
行
が
銀
行
券
を
ど
ん
ど
ん

刷
れ
ば

「
マ
ネ
ー
」
が
た
く
さ
ん
供
給
さ

れ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
は
今
日

の
先
進
国
経
済
に
お
い
て
は
あ
ま
り
正
確

で
は
な
い
ｃ
銀
行
預
金
の
量
が
増
え
な
い

と
、
「
了
不
―
」
も
十
分
に
は
増
え
な
い
。

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
ほ
ぼ
均
衡
し
、
そ
の

「
マ
ネ
ー
」
が
増
加
し
て
い
る
時
、
モ
ノ

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
売
買
す
る
者
の
予
想

イ
ン
フ
レ
率
が
上
昇
す
る
と
、
物
価
は
現

実
に
上
が
る
だ
ろ
う
か
ｃ
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
こ
こ
ま
で
進
展
し
て
く
る
と
、

あ
る
国
で
モ
ノ
の
価
格
が
上
が
れ
ば
、
そ

こ
へ
目
が
け
て
世
界
中
か
ら
供
給
が
殺
到

す
る
。
従

っ
て
、
国
内
の
モ
ノ
の
供
給
者

は
、
い
く
ら
自
分
の
予
想
イ
ン
フ
レ
率
が

一局
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
モ
ノ
の
価

格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
為
替
が
円
安
化
し
、
輸
入
品

の
価
格
が
上
昇
し
て
い
れ
ば
話
は
違
う
。

し
か
し
、
「デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
円
安

が
必
要
だ
」
と
は
、
国
際
的
に
は
説
明
で

き
な
い
。
「
日
本
の
利
益
の
た
め
に
円
の

切
り
下
げ
を
図
る
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。
幸
い
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ

「異
次
元
緩
和
の
副
次
的
効
果
と
し

て
円
安
が
生
じ
た
」
と
の
説
明
が
受
け
入

れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
下
で
、
そ
の
円
安

の
お
蔭
で
モ
ノ
の
価
格
が
上
昇
し
て
き
た

側
面
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
「イ
ン
フ
レ
期
待
に
働
き
掛
け

る
」
と
は
、
円
安
招
来
の
た
め
の
隠
れ
蓑

壮
心
不
己

だ
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
貿
易
で
き

な
い
。
従

っ
て
、
廉
価
な
輸
入
な
ど
を
気

に
せ
ず
価
格
を
動
か
せ
る
。
こ
こ
で
は
、

予
想
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
が
価
格
決
定
に

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。

さ
ら
に
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
た

め
の
コ
ス
ト
と
し
て

一
番
重
要
な
の
は
、

何
と
言
っ
て
も
人
件
費
だ
。
脱
デ
フ
レ
は
、

「価
格
引
き
上
げ
が
で
き
る
の
で
、
賃
上

げ
も
で
き
る
」
と
い
う
循
環
の
定
着
が
あ

っ
て
初
め
て
本
当
に
達
成
さ
れ
る
。

「
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
た
物
価

の
上
昇
率
は
長
い
日
で
み
て
大
体
２
％
」

と
い
う
期
待
を
ア
ン
カ
ー
す
る
の
が
、
イ

ン
フ
レ
ロ
標
の
も
と
も
と
の
発
想
だ
。
モ

ノ
の
価
格
が
日
本
の
事
情
だ
け
で
決
ま
ら

な
い
時
、
全
体
で
２
％
の
イ
ン
フ
レ
期
待

を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
価
格
の

イ
ン
フ
レ
率
は
２
％
よ
り
も
高
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
年
度
と
い
う
括
り

で
賃
金
改
定
が
行
わ
れ
る
側
面
が
大
き
い

こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
価
格
と
賃

金
の
循
環
が
安
定
す
る
に
は
、
や
は
り
か

な
り
時
間
が
か
か
る
と
考
え
る
べ
き
な
の

だ
ろ
う
。

へ
の
依
存
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

地
域
間
格
差
は
拡
大
し
て
い
な
い
と
言

っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
早
計
だ
。

と
い
う
の
は
、
平
均
県
民
所
得
ベ
ー
ス
で

格
差
が
拡
大
し
て
い
な
く
て
も
、
実
は
各

都
道
府
県
内
部
で
、
地
域
間
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
可
能
性
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
域
間
格
差
是
正

を
目
的
と
す
る
対
策
と
し
て
は
、
中
央
政

府
か
ら
地
方
政
府

へ
の
財
政
資
金
の
移
転

を
今
よ
り
増
や
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

都
道
府
県
内
で
の
所
得
格
差
が
縮
小
す
る

よ
う
な
財
政
資
金
の
配
分
変
更
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
各
都
道
府

県
内
で
ど
の
よ
う
な
地
域
間
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
の
か
、
も
っ
と
ミ
ク
ロ
の
調
査

が
必
要
だ
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
マ
ク

ロ
経
済
デ
ー
タ
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

地
域
内
の
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
が
き
ち
ん
と
収

集

。
調
査
公
表
さ
れ
る
こ
と
も
稀
な
よ
う

だ
。
「地
方
は
景
気
回
復
に
取
り
残
さ
れ

て
い
る
か
ら
何
と
か
し
ろ
」
と
い
う
政
治

的
な
主
張
が
、
統

一
地
方
選
を
前
に
中
央

政
治
で
も
地
方
か
ら
も
声
高
に
語
ら
れ
、

財
政
資
金
の
不
毛
な
バ
ラ
マ
キ
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
の
が
日
本
の
現
実
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
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